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《研究ノート》
沖縄から発信する東アジア海外実習
─地域・文化を跨ぎ、グローバルに学ぶ─
菅野 敦志
1. はじめに
「グローバル人材」とは、はたしてどのように説明できるのであろうか。その一定義とし
ては、文部科学省「産学官によるグローバル人材育成のための戦略」産学連携によるグロー
バル人材育成推進会議（2011年 4月）で示されたものがあるが、そこでは以下のように説
明されている。
世界的な競争と共生が進む現代社会において、日本人としてのアイデンティティを持
ちながら、広い視野に立って培われる教養と専門性、異なる言語、文化、価値を乗り越
えて関係を構築するためのコミュニケーション能力と協調性、新しい価値を創造する能
力、次世代までも視野に入れた社会貢献の意欲などを持った人間 1）
しかしながら、「グローバル人材」は企業が求める人材像であるとして、大学教育に携わ
る者からは批判もある2）。とはいえ、国境を越えたヒト・モノ・カネの移動が、国内外のあ
らゆる方面においてグローバル化（＝地球規模化）を進めてきたなか、「世界的な競争と共
存」という、あたかも相反するような状況を生き抜くことのできる人材を輩出すべく、大学
教育においても「グローバル人材」育成教育が求められてきたといえよう。
大学での海外体験学習が多くの注目を集めるきっかけとなったのは 2010年以降のことで
あり、それは「グローバル人材の育成」が政策として提起されたことによる3）。だが、「グ
ローバル人材」教育といっても、おのおのの国の存在がなければ世界自体がそもそも成り立
たないように、グローバルな広がりを視野に入れた教育にも必ずよって立つべき地域が必要
である。言い換えれば、各自に立脚する地域があってこそ、そこからグローバルな視点や行
動のありように気づくことができるのだといえよう。
筆者が所属する名桜大学は、沖縄北部（山原：やんばる）地域に位置する公立大学であ
り、1994年に開学した。国際学群と人間健康学部の 2つの組織からなり4）、全学生数は約
2000人である。6専攻からなる国際学群（国際文化専攻、語学教育専攻、経営専攻、情報
システムズ専攻、診療情報管理専攻、観光産業専攻）では「学群制度」を採用しており、2
年間の教養教育課程を経てから 3年次の進級時に自身の専攻を選択することになっている。
本稿で紹介する「現地実習」（4単位、英語名：Field Trip Course）は、その国際学群 3
年次以上科目（国際文化専攻所属学生は必修科目）として提供されているものであり、同科
目は建学以来 25年近くにわたって実施されてきた5）。
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このように、国際文化専攻では、専攻に配置された 3年次の前期に前提科目である「地
域文化演習」（座学、2単位）を受講した後、夏季休暇に約 2～3週間の「現地実習」を必修
としている。それは座学で得られる知識だけではなく、国内・国外にかかわらず、現実の世
界で目の前に存在する他者と直接対峙することでしか感じ得ない生身の身体感覚こそが、本
質的な学びにおいて不可欠であり、現地実習を通じてそうした感覚の重要性を本専攻に所属
するすべての学生に自覚してもらい、今後のより深い学びにつなげていってほしい、という
教育目的による。
現地実習という短期実習科目には、どのような教育効果があるのか。また、中期・長期留
学に対してどのような特徴および優位性があるのか。そして、沖縄という土地から本実習を
組立て、実施することにはどのような意味が見出せるのであろうか。本稿では、このような
問題を設定したうえで、筆者が所属する名桜大学国際学群国際文化専攻が提供する現地実習
という実習科目（なかでも東アジア台湾コース）に焦点を当てることで、沖縄という地域性
を生かした「グローバル人材」教育の実践および効果を明らかにしながら、これまでの経験
の一部をとり上げて紹介することとしたい。なお、本稿では便宜上、実習参加学生を「実習
生」、非参加者を含む者を「学生」と称して区別する。
2. 国際文化専攻の教育理念と現地実習
国際文化専攻では、世界の多様性および自文化に対する理解を深めることを目的として、
主に 5つのコース（①沖縄コース、②日本コース、③アジアコース〈東アジア、東南アジ
ア〉、④中南米コース〈ポルトガル語圏、スペイン語圏〉、⑤国際協力コース）が設定されて
いる6）。そうした本専攻の教育理念と特色を具現化させるための最大の特徴として、3年次
以上の学生を対象とした約 2～3週間の「現地実習」が夏休み期間中に毎年提供されている。
このうち、地域研究系ではない国際協力コースについては、県内外の機関・団体、NGO・
NPOの国際交流支援現場において、他のコースと同等期間に相当する実習（=インターン
シップ）を行うこととなっている。
この現地実習プログラムは、地域研究を主体とする本専攻の個性が最もよく表れていると
いえるが、それと同時に、同プログラムは本学が位置する沖縄県の豊かな歴史的特色・個性
を反映している。この点については、本学ウェブサイトの国際文化専攻紹介部分にも以下の
ように説明されている。
沖縄県は、その島嶼性から古琉球の昔より進取の気性に富み、東南アジアや東アジア
それに中南米の地域と深い関係をもちます。また、これらの地域には 20世紀初頭以来、
沖縄県から多くの人々が移民しており、現在に至るまで深い人的・文化的な繋がりがで
きています。このような沖縄県の持つ諸条件を活かして、環太平洋地域で活躍する人材
を育成します7）。
要するに、かつて琉球として存在していた歴史においては、中華帝国との冊封体制下に
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あって東南アジアとも豊かな交易を行い、一方、沖縄県となってからは、帝国日本の「外
地」（アジア・ミクロネシア）やハワイ・アメリカ、とりわけブラジル、ペルー、ボリビア、
アルゼンチンなど、中南米諸国にも多くの移民を送り出してきた背景が沖縄にはある。その
ような日系移民の一大送り出し拠点であった沖縄県は、移民とのつながりという視角から地
域研究の重要性と意義を強調するうえできわめて優位な立ち位置にあり、それは現地実習プ
ログラムが開設された当初からの重要な特色として捉えられている8）。
ちなみに、2～3週間ほどの海外実習／研修をみたとき、日本国内の数多くの大学におい
ても語学研修・文化研修を主体としたプログラムは提供されている。だが、現地実習はそう
した初学者を対象とした語学研修や体験学習とは異なり、協定大学での専門的な講義や交流
も含む、実践的な地域研究の学びがその柱となっている。この点については、開学当初から
本プログラムを開発・運営してきた住江淳司が以下のように説明している。
現地実習の骨子となるものは、協定大学での集中講義です。このプログラムの素案を
開学前に文部科学省に申請したところ、語学研修とは異なるこうしたプログラムは本当
に実現可能なのか、という指摘があったと聞いています。……つまり、現地実習の根幹
の部分は、海外の協定大学で行われる地域研究を題材とした集中講義であって、単に海
外体験を標榜する研修とは異なるものであります9）。
なお、住江によれば、上記の集中講義以外にも、現地実習のなかでも中南米コースの最大
の特色として、現地の沖縄県人会による全面的な支援の下で毎年の実習が実施される点があ
る10）。沖縄の大学が、戦前から多くの沖縄系移民が定住してきた中南米地域で行う実習だか
らこそこうした特色を打ち出すことが可能となっているといえよう11）。
近年、日本の大学においても海外実習が盛んとなり、関連書籍も少なからず見受けられる
ようになっているが 12）、1996年から実施され、すでに 20年以上の伝統を持つ現地実習は、
そうしたプログラムの先駆け的存在といってよいであろう。
以上が現地実習の歴史と特色に関するおおまかな説明である。これらの点を踏まえて、以
下、筆者が担当する現地実習東アジア台湾コースの紹介に移りたい。
現地実習アジアコースは、開学から 2011年までは東南アジアコースが唯一であり、東南
アジア仏教史を専門とする山田均が中心となって長年実施されていた13）。その後、東アジア
地域研究（台湾現代史）を専門とする筆者が 2011年に着任し、東南アジアに加えて東アジ
アという地域的多様性および広がりが生まれたことによって、広く「アジアコース」と称す
ることとなった。
筆者は現地実習アジアコースを 2013年から担当した。当該年度は東南アジアと東アジア
の双方が含まれていたため、双方の地域を体験させる目的により、実習先は韓国、台湾、タ
イ、シンガポール、香港の 5カ国・地域をまわった。だが、東南アジアと東アジアの主要
な都市・地域を約 3週間の日程で周遊するせわしなさに加え、実習生が前年 2012年度の 3
名から大幅に増加して 23名となったことで、実習生の安全管理および質保証をめぐる難し
さが浮き彫りとなった。つまりは、リスク管理の面では実習生の参加人数の分散だけでな
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く、興味関心のある地域に関する専門的学びを重視すべきといった学びの質保証の点も含
め、学びが多様化していくなかでアジアコースという単一の枠組みに依拠した実習の継続が
きわめて困難であることが確認され、これがコースのあり方を見直す契機となった。
3. 開学 20 周年目の改革と成果発表
2014年は名桜大学にとって開学 20周年・公立大学法人化 5周年の年であった。記念す
べき年にあわせた新たな改革として、同年からは、沖縄・日本コースが沖縄コースと日本
コースの 2コースとなり、アジアコースが東アジアコースと東南アジアコースの 2コース
によって構成されることとなった。さらに、2016年からは、中南米コースがポルトガル語
圏ブラジルコースとスペイン語圏コースの 2コース構成となり、翌年の 2017年からは東ア
ジアコースのなかに韓国コースが新たに加わった。これにより、当初の 4コースの倍にあ
たる 8コースへと実習先の選択肢が増えることになり、学生自身が興味を持つ地域／分野
に対して、より専門的に学ぶことのできる環境が提供されることとなった。
開学 20周年は 1996年から続く現地実習の 18周年であったが、特筆すべきは、同年 11
月に東洋大学で開催された研究大会において、現地実習の成果発表を行う機会に恵まれたこ
とである。
2014年 11月 22日と 23日、東京・白山の東洋大学で「学生の海外体験学習とグローバ
ル人材育成に係る研究大会」（主催：東洋大学、共催：大学教育における「海外体験学習」
研究会（JOELN））が開催され、国際学群国際文化専攻の教員が現地実習に関する発表を
行った。2日間におよんだ大会では 7セッション・12分科会が設けられ、全国 25の大学・
高校による海外体験学習の成果発表があった。本学からは、住江淳司・上原なつき（中南米
コース）、山田均（東南アジアコース）、菅野敦志（東アジアコース）が、22日に「国際化
教育における必修科目としての海外学習―名桜大学 20年間の取り組み」と題して報告を
行った。
写真 1 発表会場にて：山田教授（左）筆者（奥左）堀氏（手前右）（2014 年）
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同発表では、卒業生の代表として、堀見早（アジア現地実習参加、2008年国際文化学部
国際文化学科卒）と、卒業生であり教員でもある上原なつき（中南米現地実習参加、2005
年国際文化学部国際文化学科卒）の 2人による教育成果の事後検証報告を盛り込んだ。実
際に学生時代に実習に参加した両者が、在学時に履修した現地実習での学びについて、特に
その後の進路にどのようにいかされたかを、自身のキャリア形成にからめて説明を行った。
一例として、当日の発表を基にした堀見早による現地実習の学びの体験談を以下に紹介し
たい。
かれこれ 8年前、平成 18年の大学 3年生のときに山田先生が率いる東南アジアコー
スに参加しました。
英語圏へ留学経験のある人から、沖縄から出たことがない人まで総勢 15名のメン
バーで構成されておりましたが、ほぼ全員がアジアは未知の世界でした。ルートはイン
ド、バングラディッシュ、ミャンマー、タイという何とも濃ゆいもので、海外経験ある
なしに関わらずこれまで生きてきた場所とは全く異なる未知の世界に突然放り込まれる
経験は何から何まで衝撃を受けました。（略）
同じことを体験してもどう感じるかは人それぞれです。「教師とは種をまく仕事であ
る」これは山田先生の口癖ですが、体験してそこで何を感じるか、何に興味を持つか、
どう解釈するのかは人によって異なります。私は価値観や文化が異なる現地の人たちと
の交流だけでなく、一緒に参加したメンバーと毎日たくさん話をしたことで、気づかな
いうちに築きあげられていた自分の考え方について考え直し、向き合うことが多かった
です。
現地実習から 8年たった今、外国人に日本語を教える日本語教師として働きながら、
早稲田大学の大学院で教師の研究をしています。「教師とは種をまく仕事である。」これ
は私の中のテーマとなっています。8年前にまかれた種は今も成長を続けています14）。
「まかれた種がその後どうなったか、私を見ていただければ」と現地実習で得た学びとそ
の成長の成果について述べた堀は、日本語教師を経て早稲田大学大学院で日本語教育の専門
的な学びを深めるまでになった15）。
他方、「漠然と抱いていた中南米のイメージが、実習を経たことで明確な研究対象として
把握できるようになった」と述べた上原なつきは、卒業後に南山大学大学院に進み、アンデ
ス研究で研鑽を積み 2013年度から本学国際文化専攻の専任教員となった。堀と上原の両者
は、こうした自身が現地実習で得た刺激と経験を踏まえつつ、発表では本実習の意義だけで
なく、その質保証の効果についても、ともに自身の経験をもって説得的に示した。発表終了
後の質疑応答では、他大学の実習担当の教員から多くの質問が投げかけられたが、それは現
地実習プログラムに向けられた興味関心の高さを物語るものであった。
現地実習は、長年にわたって専攻の必修科目として継続されてきた。そのことは、本学と
しては開学以来の “当たり前” であった。しかし、“グローバル人材育成” のための海外実習
の理想形を模索されている多くの科目担当者の方々にとって、国内での実習ばかりか海外に
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おいても地域の専門家が帯同する約 3週間の実習を「必修科目」として継続してきた実績
は大きな驚きとして受け止められ、その反応にはむしろ担当教員である本学教員の方が驚か
されるほどであった。
以上のように、各大学がグローバル人材育成にふさわしい海外体験学習の取り組みを模索
するなかで、現地実習 20年間の成果発表は行われた。こうした対外的な成果発表を行うこ
とによって、現地実習が開学当初からグローバルな人材育成を目標とするパイオニア的なプ
ログラムであったという、本プログラムの意義と功績を改めて確認できたことは、本専攻の
教員にとっても貴重な振り返りの機会となった。
4. 現地実習の特徴と質保証のための仕組み
現地実習は単発の語学・文化研修とは異なる独自の仕組みが教育プログラムの高い効果を
生み出している。ここでは、その特徴と質保証の仕組みについて説明したい。
現地実習の特徴と質保証に関する取り組みについては、おおまかに以下のようにまとめる
ことができる。
表 1 現地実習の特徴と質保証に関する取り組み
A．現地実習の特徴 ①地域研究中心
（語学研修ではなく、地域
研究の学びが主体）
②地域間ネットワーク
（沖縄という地域性を重視）
③永続的な交流と経験
（開学当初からの交流の蓄
積と経験）
B．質保証の方法  ①事前学習
（前提科目「地域文化演習」
2単位＋専門科目）＋ 1泊
2日合宿での事前準備発表
（7月）
②実習日誌（実習中）・事
後レポート（年度内『現地
実習報告書』発行）
③現地実習報告会の実施
（11月～ 1月中に 1回）
C．学習成果の分析と改善  ①現地実習報告会と『現地
実習報告書』による相互評
価
②『現地実習報告書』の学
内・学外関係各所および学
生への配布
③広報誌『Meio』および
大学ホームページでの報告
記事掲載
出所：筆者作成
上記の表で示した通り、A．現地実習の特徴としては、①地域研究中心（語学研修ではな
く、地域研究の学びが主体）、②地域間ネットワーク（沖縄という地域性を重視）、③永続的
な交流と経験（開学当初からの交流の蓄積と経験）の 3点があげられる。
①地域研究中心（語学研修ではなく、地域研究の学びが主体）という特徴であるが、初学
者用の語学研修では、とりわけ旅行会社に依存した形態の場合、現地ガイドが付いたところ
で、歴史文化や社会経済といった人文科学・社会科学の見地から専門的な知識が習得できる
とは限らない。現地実習の強みは、各地域の専門家が引率して地域研究のディシプリンから
実習生の疑問に応えることにより、表面的な地域理解で終わらない点にある。
②地域間ネットワーク（沖縄という地域性を重視）という特徴について。実習生は必ずし
も沖縄県出身者とは限らないが、県外出身者や外国人留学生であっても、縁あって沖縄とい
う地の大学に進学したからこそ、沖縄の大学でなければ触れることのできない学びの実感は
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きわめて重要である。沖縄という地域から得られるグローバルな視点は、移民の歴史に着目
した際にひときわ明確となる。
③永続的な交流と経験（開学当初からの交流の蓄積と経験）という特徴であるが、本実習
がもし必修科目として設定されていない場合、毎年のように実施される（実習が成立する人
数に達する）とは限らない。現地実習は必修科目として毎年実施されているからこそ、協定
大学や訪問先との永続的な交流が可能となっており、そのような積み重ねが、一時的な関係
性では持続困難と思われる強固な信頼関係を醸成している。同時に、教員側も毎年実施して
きた豊かな経験と蓄積（リスクマネジメントも含め）があるからこそ、常に実習を成功裏に
終えることができている。
次に、B．質保証の方法としては、①事前学習（前提科目「地域文化演習」2単位＋専門
科目）、② 1泊 2日合宿での事前準備発表（7月）、③実習日誌（実習中）・事後レポート
（『現地実習報告書』年度内発行）、④現地実習報告会の実施（11月～1月中に 1回）の 4点
があげられる。
①事前学習（前提科目「地域文化演習」2単位＋専門科目）であるが、なかで最も重要な
のは前提科目としての「地域文化演習」である。実習生は発表を中心とした座学により実習
先地域の歴史・文化・社会などについて基礎的知識を学ぶ。当該科目を必ず履修したうえで
実習に臨むからこそ、実習で初めて現地を訪問したとしても、座学での知識を現地で再確認
するという、振り返りの効果を通じた記憶の定着が期待できる。
② 1泊 2日合宿での事前準備発表（7月）であるが、これについては名護市やうるま市に
ある青少年の家などを会場として実施してきた。実習生は、前提科目「地域文化演習」で実
習先地域に関して春から学んできた成果をコースごとに発表し、各自の学びの振り返りの機
会とするだけでなく、他コースの進捗状況を見ることで相互に学び合う。また、同合宿は
コースを越えた教員と実習生の親睦の場としての役割も果たしてきた16）。
③実習日誌（実習中）・事後レポート（『現地実習報告書』年度内発行）であるが、実習日
誌は大学から配付され、実習期間中を通じて各自が毎日の学びと気づきを中心に 1日 1頁
を記入する。実習生は帰着後（通常は後期開始直後）、実習期間中に記した実習日誌の記述
を今度は A4サイズ 2枚の事後レポート（フォーマットは指定）にまとめ、実習日誌ととも
に担当教員に提出する。各コースの担当教員はそれらのレポートをとりまとめ、総評をつけ
て編集担当教員に提出した後、すべてのレポートおよび総評は国際文化専攻編『現地実習報
告書』として年度内に発行され、実習生全員の振り返りと学びの成果が可視化される。
④現地実習報告会の実施（11月～ 1月中に 1回）であるが、後期中に 1回、1コマから
2コマ分を利用して現地実習報告会を開催し、全コースがパワーポイントを使用して実習の
成果を発表する。国際文化専攻の学生・教員は全員参加し、発表に対しては質問やコメント
が投げかけられる。発表会の参加は全学的に呼びかけ、次年度に国際文化専攻を希望してい
る 2年次学生のみならず、他専攻・他学科で国内外のスタディツアーを準備中の教員も参
考にできるようにしている。
最後に、C．学習成果の分析と改善としては、①現地実習報告会と『現地実習報告書』に
よる相互評価、②『現地実習報告書』の学内・学外関係各所および学生への配布、③広報誌
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『Meio』および大学ホームページでの報告記事掲載、の 3点があげられる。
①現地実習報告会と『現地実習報告書』による相互評価であるが、上述した報告会とレ
ポートという、成果発表を口頭と文書の両方で必須としている点は実習生の振り返りにとっ
て大きな役割を担っている。とりわけ、自身が属するコースだけでなく、他のすべてのコー
スの成果に目を通すことによって得られる刺激は少なくなく、他コースの実習生による抜き
んでた発表やレポートを自身のそれと比較することで、相対的な視点での自己評価が可能に
なる。
②『現地実習報告書』の学内・学外関係各所および学生への配布について。当該冊子は予算
の都合上数百部ほどの発行部数であるが、これらは実習参加学生以外にも対外的に配布してい
る。配布先としては、実習実施に際して協力を得た機関や団体だけでなく、地域の高校やオー
プンキャンパスで来学した高校生にも提供している。報告書の配布を通じて内外から建設的な
フィードバックが得られることは、実習内容や方法のさらなる改善にもつながっている。
③広報誌『Meio』および大学ホームページでの報告記事掲載であるが、上述の『現地実
習報告書』用に書き上げた実習生のレポートのなかから、特に優秀と認められるものについ
てはレポートの要約をコース実習生代表として広報誌に掲載している。広報誌に掲載される
記事は、広報誌が発行される前に大学のホームページに「学事報告」として掲載されるが、
内容は同一である。学内から学外へと、学習成果が対外的に広く公表され、外部の目にさら
されることにより、既存のプログラム内容の再検討といっそうの改善が促進される。
なお、台湾コースに限った試みではあるが、2017年度からは現地実習での学びや体験を
もとにした文芸作品を実習生が創作し、名桜大学懸賞コンクール（小説部門・短歌部門・詩
部門）に応募している。この取り組みでは毎年各部門で受賞者を輩出しており、実習での学
びを他者と共有する絶好の機会となっている。以上、これらを総合すれば、現地実習の特徴
と質保証に関する取り組みは、サービスラーニングの学習モデルの一つである PARCモデ
ル、すなわち、準備（Preparation）、実践（Action）、振り返り（Reection）に加え、「経
験したことを他者と共有し、お互いを認め、学び合うことの重要性」（Celebration）のすべ
てを満たしていることがわかる17）。長年の経験と蓄積に基づき、必修科目であるからこそ継
続的・組織的に見直しと検討を重ね、確立されてきたこれらの学びの仕組みは、単発の語
学・文化研修とは似て非なるものであり、そこから生み出される高い教育効果は、実習生の
進路に明確に表れている。
なお、語学研修ではない実習形態の場合、そこで生じる明確な差異は、2週間にもわたる
実習内容を各教員が調整・決定するだけでなく、常に実習生を安全に引率するという引率担
当教員の膨大な負担にある。とはいえ、現地実習ではそのような負担を惜しまない各教員の
献身的な働きによって支えられているからこそ、その熱意が実習生にも伝わり、独自の成果
をあげているともいえよう。
5. 海外実習／留学と「国民国家」フィルター
ここまで現地実習の特徴について説明を行ってきた。だが、どれほど現地実習の学習効果
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が高くとも、わずか 2～3週間の実習よりも、中期／長期（半年～1年間）留学の方が、学
びにかける期間は圧倒的に長い。そのため、こうした短期の実習を経験しなくとも、中期／
長期留学で十分望ましい学習効果と成果が得られるのではないか、という疑問は当然のごと
く出てくると思われる18）。
実は、筆者自身も着任当初はそのような考えを有していた。だが、自身が現地実習プログ
ラムを企画し、実際に引率するにつれて、当該地域を専門とする教員が全日程を引率するこ
とにともなう優位性が次第に見えてくるようになった。
例えば、海外実習／留学にみられる一般的な “当たり前” としては、「日本国」から「〇〇
国」へ行く、という移動の流れによって生じる、「日本国」対「渡航先国」という単純比較
があると思われる。以下に実際に体験した例をあげて説明したい。
例：タイ（バンコク）でホームレスや路上で物乞いする人々を見た学生の反応
学生（沖縄県内出身）：「タイにホームレスが多くてびっくりした。日本では見ないの
に。やっぱり日本はすごい。」
私：「いやいや、バンコクは首都で大都会だし、そりゃ沖縄では見ないかもしれないけ
ど……東京なら、例えば新宿中央公園にも多く見受けられるし、これは単純に国と
国の比較というより、都会と地方の違いといった問題かな……？」
上述のやり取りは、2013年に筆者がアジアコースで引率を行った際に、タイの首都・バ
ンコクの路上で実際に生じたものである。また、2年後の 2015年度東アジアコースで台湾・
台北市の下町である萬華地域を訪れた際にも、ホームレスや路上で物乞いをする者を見た実
習生から同一の反応があったことで、同様のやり取りが生じた。
筆者が例年実習生を引率していて気づくのは、それまで訪れたことのない「未知」の国・
地域に赴き、他者・対象を理解する際に、実習生が必ず、国民国家の枠組みだけに依拠して
対象を認識し、内なる多様性をもって比較する重要性に無自覚になるという「国民国家フィ
ルター」を通して思考しようとすることである。当然のことながら、一国のなかには首都が
あれば地方都市も存在する。そうした地方間格差はいかなる国においても普遍的にみられる
差異であると同時に、それぞれの国家が擁する多様性と個性であるといえる。
筆者も長期留学を経験しており、そのため継続的に現地に滞在することでこそ得られる学
びや、長期留学の持つ有効性については強く認識している。だが、その一方で、非英語圏の
ように、長期留学先での学びが語学中心となる場合、大学付属の語学センターに通うために
現地学生との接触が限定的となったり、あくまで「外国人が現地の言語・文化を学ぶという
枠組み」に限定されたなかで留学生活が完結してしまったりする場合がある。
「外国」について学ぶ場合、自国もしくは自文化を相対化しながら相手国・文化を把握す
ることを努めて意識する必要がある。そうしなければ、言語・文化の違いや友人・社会関係
の構築に問題を感じるなどして、ひとたび留学中の生活で孤独を感じ、追い詰められたりす
ると（いわゆるカルチャーショック）、「日本国」はこうだという（ナショナリスティック
な）認識が強化されてしまう現象がしばしば生じてしまう。
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もちろん、留学は個人の経験によって左右されるものであるため、筆者による指摘は一般
論とはなり得ない。とはいえ、当該地域の専門家としての引率教員が終日行動をともにし、
実習生の疑問・質問に対して即座に母語で解説することが可能な短期実習においては、その
都度提起される疑問・質問に対して、実習生は教員からおおむね納得のいく返答を得ること
が期待できる。
だが、一方の中期／長期留学では、大学が設定するフィールドトリップに職員や現地学生
が同行することがあっても、当該地域の専門家としての知識を有する教員が同行するとは限
らず、そもそも外国人としての気遣いが生じるならば、当該国・地域にとって失礼と感じる
ような質問について聞くことはなおさら遠慮がちとなる。双方の文化を熟知した教員が学生
の疑問に答えることができれば問題なく解消されるはずの違和感も、学生自身の理解に任せ
てしまった場合には、「日本はこうなのになぜ○○国では」という「国民国家フィルター」
が強化されてしまう恐れもある。
基本的には文化の差異や教育の問題であっても、民族性や国民性といったような、本質的
な差異として学生がひとたび把握してしまうと、そうした認識を修正することは簡単ではな
い。結果として、海外実習／留学を通じて「国民国家フィルター」から自由になるどころ
か、そうした思考の固定化につながる可能性もあり得るのである。
グローバル人材育成とは、グローバルな思考でもって世界規模で活躍できる人を育成する
ことである。そこでは、国境や国籍に縛られず、そうした垣根を乗り越えることが当然と見
なされるべきであり、国民国家の枠組みでしか思考できない「“日本人で良かった”的日本人
アイデンティティ」の強化につながるようなことがあっては本末転倒である。
6. 「地域と地域」への着目から 「国民国家フィルター」を乗り越える
それでは、「一国家」（単純性）の認識枠組みを「域内の多文化」（複雑性）の認識枠組み
に置き換えて見るための視点は、どのように養えばよいのであろうか。
現地実習東アジア台湾コースでは、「沖縄―台湾」を軸に東アジア地域を考えることをそ
の特徴としている。それは、沖縄（日本国）にしろ、台湾（中華民国）にしろ、当該地域単
体では「国家」としての位置づけにはないものの、強い個性と独特の歴史という共通性を基
盤としていることから、そこから自分が立脚する地域の独自性だけでなく、他の地域とつな
がる普遍性にも気づいてほしいという担当教員の願いがこめられている。
まずは、「琉球」呼称にみる共通性である。沖縄と台湾は、歴史的に「大琉球」（沖縄）と
「小琉球」（台湾）と称されてきたとする共通性がある。そうした類似性に鑑み、筆者は
2014年度に現地実習の他に国際学群 2年次対象スタディツアーとして 5泊 6日の「日台 “琉
球” スタディツアー」を企画・実施した経緯がある19）。
「沖縄／日本」、「台湾／中国」という関係性には、歴史的・文化的にも共通点やつながり
が多いだけでなく、「地域」（=島嶼と本土の関係性）という点においても類似する部分は少
なくない。例えば、その点についてみると、沖縄と台湾は帝国日本への併合（台湾出兵の重
要性）と敗戦による分離を経験し、戦後には米軍（沖縄）と中華民国（台湾）という “外来
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統治” を経験している。また、台湾には「中国」への分離意識が顕著に見られるが、沖縄に
おいても独自のアイデンティティと民族意識を主張する人々がいる。そうした点をあげるだ
けでも、「沖縄／日本」、「台湾／中国」という関係性からは、島嶼と本土という、非常に共
通し、なおかつ普遍性を有する特徴と性格をみることができるのである。
福岡よりも近い台湾という “外国” の地域が、異国の地というだけでこれまで十分に教え
られてこなかったものの、実は国内のどの地域よりも自己との共通性を有しているというそ
の現実を知ったとき、実習生の「自己」と「他者」をみる目に変化が生じるのである。筆者
が東アジアコースを立ち上げた 2014年度と翌年の 2015年には、台湾をメインに、香港お
よび同地から同日に渡航可能な深圳やマカオを加えたルートとした20）。台湾、香港、マカオ
のいずれの地においても、旧植民地という共通性から、島嶼（あるいは特別行政区）と本土
という共通性の理解につながる。
ちなみに、こうした島嶼と本土という関係性から地域を学ぶという枠組みにおいて、筆者
は 2016年度に台湾に加えて初めてミクロネシアのグアムを加えたルートを取り入れて実施
した（9月 10～22日、台湾、グアム 13日間）21）。以下がその概要である22）。
表 2 2016 年度 東アジアコース（台湾、グアム）概要一覧
活動 場所 内容 期待される気づき・学び
1．協定大学等で
の特別講義
国立高雄大学、グアム
大学（以上協定大学）、
中央研究院
グアム大学：マイケル・ベバクア助教に
よる特別講義「グアムと沖縄の歴史比較」
中央研究院近代史研究所：林泉忠副研究
員による特別講義「台湾とは何か―中華
民国の過去と現在」（※国立高雄大学は
台風のため中止）
共通する「島嶼―本土」の関係
性に気づくことで、台湾・グア
ムの歴史から沖縄を考える
2．実習生による
「琉球語講座」 
国立高雄大学、グアム
大学
グアム大学：甲斐ますみ准教授の日本語
クラスでの「琉球語講座」実施および日
本語練習パートナーの成果を生かした現
地学生の日本語練習のサポートを通じた
交流（※国立高雄大学は台風のため中止）
「共通語―その他言語」関係の
共通性に気づき、教えることで
自文化を学ぶ
3．在外機関訪問 沖縄県産業振興公社・
沖縄観光コンベンショ
ンビューロー台北事務
所
台湾における沖縄の宣伝およびアピール
の取り組みや、台湾での沖縄の “リブラ
ンド”などに関する最新の動向
国境をこえる “地方文化・ブラ
ンド”に気づく
4．中国語研修 国立台湾師範大学国語
教学センター
中国語教育で最も歴史のある国立台湾師
範大学国語教学センターで実践中国語集
中講義を受講、自己紹介や生活用語尾・
表現を習得
外国語を現地で学ぶことの面白
さおよび滞在時の生活における
“実践による習得の即効性と有
効性”に気づく
5．フィールドト
リップ
基隆・和平島、芝山巌、
台北二二八記念館、国
軍歴史文物館、中山堂、
中正紀念堂、各種博物
館
日本統治時代の台湾の歴史を知ることの
できる博物館や史跡の訪問、台湾におけ
る二つの歴史記憶（戦前の日本統治時代、
戦後の中華民国）の創出の起源に対する
理解
台湾における沖縄人の活動と台
湾人との交流、戦後の国民党に
よる弾圧と沖縄人犠牲者の存在
を学ぶ（下線の場所）
以上の表で、2016年度東アジアコース（台湾、グアム）の活動、場所、内容、期待され
る気づき・学びについて簡単に記した。まず、①協定大学等での特別講義（国立高雄大学、
中央研究院、グアム大学）であるが、ここでは期待される気づき・学びとして、共通する
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「島嶼―本土」の関係性に気づくことで、台湾・グアムの歴史から沖縄を考えることがあげ
られる。
②実習生による「琉球語講座」であるが、これは協定大学であるグアム大学で実施した。
本活動では、「共通語―その他言語」関係の共通性に気づき、相手に教えるという実践を通
じて自文化を学ぶ効果が期待される。
③在外機関訪問については、沖縄県産業振興公社・沖縄観光コンベンションビューロー
（OCVB）台北事務所を訪問した。こうした在外機関を有する沖縄県は地方自治体としては
稀有な存在であるといえるが、沖縄県産業振興公社の九高将匡所長（当時）および OCVB
の林秀佳所長代行（当時）による献身的な協力もあり、ここで実習生は「国境をこえる “地
方文化・ブランド”」に気づくことができた。
④中国語研修については、国立台湾師範大学国語教学センターでの中国語研修を実施し
た。実はこの研修は、合計 6時間（1日 2時間を 3日間）だけの、文字通りのミニ研修であ
る。だが、このミニ語学研修は、非常に高度な中国語教授能力を有する教師（黃姵婕先生）
の存在により、学習の動機付けとして例年においてきわめて高い効果を発揮している。
⑤フィールドトリップについては、台湾だけでいえば、基隆・和平島、芝山巌、台北
二二八記念館、国軍歴史文物館、中山堂、中正紀念堂の他、各種博物館をまわった。ここで
は特に、基隆・和平島、台北二二八紀念館の 2カ所において、台湾における沖縄人の活動と
台湾人との交流、戦後の国民党による弾圧と沖縄人犠牲者の存在について学ぶことができた。
以上の活動から、「沖縄―台湾」から東アジアを考える方法はかなりの程度において確立
されてきた。それはすなわち、「地域」（非国家）の視点に立脚しつつ対象「地域」に対する
理解を試みることは、主体と主体の関係性への着目から促される、国境を越える「地域性と
国際（多文化）性」の気づきとその意義につながるということであった。筆者はそこに、
「国民国家フィルター」を乗り越える可能性を見出したといえる。
また、2016年度に続く 2017年度の現地実習では、沖縄を出て、グアム、サイパン、フィ
リピン、台湾と滞在し、島嶼文化の共通性からさまざまな学びを得ることができた。沖縄の
写真 2 開南大学での「琉球語講座」（2014 年、筆者撮影）
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大学だからこそ可能であるといえる、この「島嶼文化間から学ぶ」取り組みは非常にユニー
クであるといえ、日本の他県の大学では恐らく真似できない “オンリーワン” のプログラム
であるといえるだろう。
7. 学生レポートにみる学びの成果
以上、現地実習東アジアコースの特徴と教育の狙いについて説明してきた。それでは、そ
うした教育的狙いはどのように学生の実際の学びにつながったのであろうか。次に、紙幅の
都合もあることから、2014年度から 2016年度の 3年間に限定し、本コースに参加した実
習生（すべて筆者のゼミ生）によるレポートをとり上げて検証してみたい。
2014 年度参加者：戒田峻（沖縄県名護市出身）
現地実習では、訪問した国の文化や習慣を学ぶだけでなく、自分たちが住んでいる日
本や沖縄の文化や習慣を伝えるといったこともできた。例えば、（略）沖縄言語文化交
流会を開催し、現地の学生に「琉球語」のレクチャーを行った。
しかし、普段の生活の中で琉球語を使用していない私たちにとって琉球語をレク
チャーするというのは簡単ではなく、事前に様々な資料を読み、まず自分たちが琉球語
の知識を身につける必要があった。（略）自分が住んでいる国や地域の文化を伝えると
いう活動を通して改めて日本・沖縄の文化を振り返ることができたのも、非常に貴重な
体験であった（略）
その他にも、様々な場所で沖縄との関係について考えることができた。基隆市にある
「和平島」を訪問した際には、かつてそこに多くの沖縄の漁師（海人）が住んでおり、
その漁師たちが地元住民に漁などの技術を教えていたという歴史があったことを知っ
た。（略）沖縄の人々と台湾の人々が当時どれだけ親密な関係であったのかといったこ
とも考えることができた。
写真 3 基隆和平島の「琉球漁民慰霊碑」（2014 年、筆者撮影）
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上記の実習生は、実習で大きな刺激を受け、台湾北部初の協定大学として 2014年に新規
締結した開南大学への第一期派遣留学生となり、2015年から 1年間の交換留学を経験した。
その後、卒業後の進路としては、台湾政府の給付型奨学金である「台湾奨学金」の沖縄県枠
に採用され、台湾・国立政治大学国家発展研究所（大学院）修士課程に進学した。
2015 年度参加者：伊藤俊弥（岩手県奥州市出身）
台湾と香港、深圳という海外に行くことによって自分自身や自分が住んでいる沖縄を
より客観的に見ることができました。一つの地に固執しているだけでは自分やその地を
客観的にとらえることはできないということ、他者との比較においてより自分をはっき
り認識できるということを、それらの地に実際に行ってみることによって痛感しまし
た。（略）現地実習は自分たちが訪れる現地のことについて学ぶ機会であると同時に、
自分自身をより深く見つめ直す良い機会です。
上記の実習生も、現地実習の参加がきっかけとなり、海外での生活を通じて自らを成長さ
せ、中国語を習得してより良い進路を目指したいという意欲が生まれることとなった。た
だ、留学費用は自力で工面する必要があったため、台湾政府の給付型奨学金である「教育部
華語文奨学金」に応募し、加えて休学して地元に半年戻り、その間集中的にアルバイトをし
て留学のための費用を貯蓄した。その結果、見事奨学生として採用され、2016年から国立
政治大学で 1年間の語学留学を経験することができた。卒業後の進路としては、ゼミに入っ
た当初から警察官への希望を述べていたが、最終的に難関を突破し、沖縄県警察の渉外事件
調査員（中国語）に採用された。
2016 年度参加者：馬場祐作（栃木県佐野市出身）
一つの地域だけに住んでいては見えない、自分たちとは異なる文化を体感することに
よって、自分たちの文化・社会を当たり前のものとして受け止めるのではなく、当り前
だと思ってきたものを見直す眼差しを鍛えることが出来たと思います。
写真 4 協定大学・開南大学人文社会学院 趙順文院長による講義（2015 年、筆者撮影）
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上記の実習生は、上述した 2名とは異なり海外留学の道は選択しなかった。ただ、ゼミ
に入る当初より政治に対する強い関心を有していたものの、本実習を通じて、単に国内の政
治的事象のみ注視するのではなく、それらを近隣諸国および東アジア的視座から俯瞰的にみ
る必要性について学んだようであった。卒業後の進路は、政治学を専門的に習得するため、
法政大学大学院政治学研究科修士課程に進学した。
2016 年度参加者：宮城真緒（沖縄県南城市出身）
私は台湾に一年間留学していましたが、台湾についてまだまだ知らないこともたくさ
んあり、台湾は私が想像していたよりもはるかに複雑であることを実感しました。……
実習では、留学ではできなかった経験もたくさんでき、自分自身を見つめ直すきっかけ
にもなりました。
上記の実習生は、すでに台湾・開南大学への 1年間の交換留学を経てから専攻に配置さ
れた。本来、交換留学経験者はレポート提出により実習は免除されるが、本人の強い希望に
より、レポートで代えずに現地実習に参加することとなった。長期留学を経験したことで台
湾を理解したつもりではあったが、歴史的な知識については十分ではなかったことを再確認
し、改めて学びを深めることができたようであった。また、当該年度はグアム（および協定
大学のグアム大学）も訪れたことから、沖縄―台湾―グアムという比較の視座が得られたこ
とで視野が大きく広がったようであった。卒業後の進路については大手保険会社に就職した。
総じて、これまで説明してきた点に鑑みれば、本実習から考えられる短期海外研修の学び
の特徴としては、①比較の視座：数日程度の 1カ国スタディツアーではできない、数カ国
／地域の比較を通じて得られる気づきがあること、②文化の個別性の普遍性：特別講義／引
率教員の説明を通じて、文化の普遍性の観点から文化間関係を比較、差異を把握できるこ
と、の 2点があげられよう。
写真 5 沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）台北事務所訪問（2016 年、OCVB 職員撮影）
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長期留学は、学生自身の内発的な気づきに依存しがちとなるが、そうした状況では、「日
本国 VS留学先国」という「国対国」の他者認識枠組みに偏重する可能性も考えられる。本
稿での検討からも、専門的知識を有する教員が帯同する短期海外研修には、中期／長期留学
とは異なる学びの効果が確認できると思われる。単なる金銭的・時間的に可能な留学の選択
肢や、長期留学のきっかけとしての短期研修の意義だけにとどまらず、短期海外研修が果た
す教育的効果とそのさらなる可能性については、今後も繰り返し問い続け、検証を重ねてい
く必要があるだろう。
8. むすびにかえて
以上、本稿では名桜大学現地実習東アジア台湾コースをとり上げ、沖縄という地域性を生
かした「グローバル人材」教育とその実践および効果を明らかにしながら、これまで実施し
てきた経験と実績の一部について紹介してきた。
学生の他者認識は、ややもすれば「国家」の枠組みに終始しがちであるといえる。だが、
本稿でみてきたように、「沖縄―台湾」で東アジアを理解する現地実習東アジア台湾コース
の方法からは、「国」としての存在でなくとも、独特の歴史と豊かな個性（文化）をもって
存在する主体と、そうした主体同士の関係性から世界を考える重要性を実習生に伝えること
ができると考えられる。
また、一歩進んで、「沖縄―台湾」にみる分離、統合、アイデンティティ─日本人であ
る／日本人であった人々─について考察した場合、「文化が、人が変わっていく」前提か
ら関係性を考えるならば、そこには、いかなる国家・地域であっても、将来的に私たち自身
もこれから変わっていくという普遍的な意味での「グローバル人材」を考える可能性も示唆
される、といえるだろう。
まとめとして、もし、「グローバル人材」が、国民国家の枠組みにとらわれず、文化間の
相違から人間社会の差異を把握し、地球規模の思考ができる人間のことを指すとすれば、現
地実習東アジア台湾コースの試みは、「地域／文化間」からの気づきを促そうとする学びの
試みであるといえるだろう。そうした学びの提供においては、それぞれの大学が位置する地
理的・歴史的背景も重要になってくる。本稿で検討した現地実習東アジア台湾コースの場
合、その学びの試みには、沖縄の大学において提供する学びであるからこそ、そこに特別な
意義を付与できている、と筆者は考えている。その意義とは、大きな存在〈中心〉への自己
同一化を疑い、長いものに巻かれない、という気づきであるといえるかもしれない。
今後、学生の内発的な気づきを最大限に引き出すための方策を考えるうえで、本稿で紹介
した取り組みが、実習構築の一つの参考事例として寄与できることを期待したい。
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教員および実習生が毎年現地を訪問し、実質的な交流を続けてきたからこそ可能であったのだと
いえよう。
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seas Experiential Learning Network, JOELN）メンバーによって執筆された、子島進・藤原孝
章編『大学における海外体験学習への挑戦』（ナカニシヤ出版、2017年）、村田晶子編『大学に
おける多文化体験学習への挑戦─国内と海外を結ぶ体験的学びの可視化を支援する』（ナカニシ
ヤ出版、2018年）以外にも、友永雄吾『スタディツアーの理論と実践』（明石書店、2019年）
などがあげられる。
13） 2018年から山田は武蔵野大学人間科学教授・学外学修推進センター長。
14） 堀見早「現地実習報告書によせて─種をまく」名桜大学国際学群国際文化専攻編『2014年度
現地実習報告書─沖縄コース／日本コース／東アジアコース／中南米コース／国際協力コース』
名桜大学国際学群国際文化専攻、2015年、115頁。
15） この点について、東南アジアコースの山田均は次のように述べていた。
「学生には現地実習からすでにビビッドな変化があります。初めはおどおどしていたような学生も、
自信をもって歩くようになります。こうした異国を訪れる経験をする機会は種をまいたというこ
とであって、その種がいつ芽吹くかは人それぞれなのです。すぐ芽吹く学生もいますし、時間が
たってからそうなる人もいるでしょう。“まかぬ種は生えぬ” という言葉があるように、大事なの
は学生たちに種をまくということなのです。自分に芽吹いたその芽に、いつどんな肥料や水をや
るかは、その人によって違います。だからこそ、すぐに芽が出てこないからといって決してあき
らめることはありません。」（名桜大学開学 20周年・公立大学法人化 5周年記念事業記念誌部会編、
前掲書、156頁。）
なお、児美川孝一郎も「体験学習の肝は、当該のプログラムだけで何かができることではなく、
体験を通じて学生の中に埋め込まれた『種』が、その後の学習や生活において芽生え、果実を実
らせていくことができるかどうかにある」と述べている。児美川孝一郎「大学生のキャリア発達
と多文化体験学習」前掲、村田晶子編、212頁。
16） 通常において名護市やうるま市の青少年の家などを会場として実施していたが、その後、他の
学校・団体でも合宿が頻繁に開催される同時期の会場確保がきわめて困難であることなどの理由
により、2018年度から定例の合宿は休止としている。
17） 前掲、村田晶子「国内・海外を結ぶ多文化体験学習の意義と学びの可視化」、18頁。
18） この点については、長期留学の強みが外国語運用能力の向上、異文化対応力や自己効能感、自
己成長感であるのに対して、短期の海外体験学習であっても、社会活動への参加や社会性、市民
性の涵養に対する役割は大きいことが指摘されている。藤原孝章「海外スタディツアーにおける
ルーブリックの作成と活用」子島進・藤原孝章編、前掲書、45頁。
19） 筆者による「日台 “琉球” スタディツアー」の日程は 2014年 8月 10日～8月 15日（6日間）
であり、台湾人学生（大仁科技大学：協定大学学生）との交流に加え、屏東県小琉球訪問、屏東
県牡丹郷（琉球人台湾遭害事件）現場付近、石門古戦場（牡丹社事件）、現地小学校などを訪問
した。その他、高雄歴史博物館、打狗英国領事館などを見学した。参加者は 4名であった。
20） 詳細は次の通り。2014年度：8月 28日～9月 26日、22日間（台湾、香港、深圳、マカオ）
実習生 7名、2015年度：9月 3日～19日、17日間（台湾、香港、深圳）実習生 6名。
21） 2015年度までは台湾と香港、深圳を実習地としていたが、2016年初頭に筆者が交流協定を復
活させたグアム大学との実質的な交流を率先して進める目的や、第二次世界大戦時においてはグ
アムもサイパン同様に日本の勢力下にあった時期があり、かつての日本という空間の広がりから、
「東アジア」という空間自体を歴史的な観点に基づいて学習すべきといった教育目的の下、「東ア
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ジアの文化的境界を探る」をテーマに、2016年度においてはグアムと台湾を実習地として設定
した。
22） なお、このほかにも、キャリア講座として、徳川日本語学校の柘植美幸校長による特別講義が
あった。この講義から、実習生は海外で進学し、日本の言語と文化を活用して起業／仕事をする
ことの面白さに触れ、大いに刺激を受けていたことを付け加えておきたい。
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